
 

 

 

 

 

2019 年5 月25 日(土) 
会 場 

総会･講演会 大阪商業大学ユニバーシティホール「 蒼 天 」 

懇 親 会 Ｕ･コミュニティホール L （ＴＴＳセンター ６Ｆ） 
   

第１部 総 会 開 会 午後２時００分（受付 午後１時３０分） 

第２部 講演会 ＝ あきらめたら終わりだ、あきらめなければ終わらない ＝ 

講 師 植 田 辰 哉 氏（第 53 期 昭和 58 年卒業） 

元男子バレーボール日本代表監督 

第３部 懇親会 開 会 午後４時３０分（受付 午後４時１５分） 

 会 費 特別会員 

長寿会員 

正 会 員 

若年会員 

新卒会員 

（ 現 ･旧 教 職 員 ） 

（第 1 期～第 32 期） 

（第 33 期～第 77 期） 

（第 78 期～第 85 期） 

（第 86 期～第 89 期） 

招 待 

￥２,０００ 

￥５,０００ 

￥３,０００ 

無 料 

※ 参加希望者は，５月１１日(土)までに「返信用はがき」で，お申し込みください。 
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ごあいさつ  

         校友会会長 宮 原  健 

校友会会員の皆様には、ますま

すご健勝にてご活躍のことと存じ

ます。平素は、校友会活動にご理

解とご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。 

母校は、昭和 3 年 2月創立で、

本年 2月 15 日には、創立 90 周年

記念式典が挙行されました。校友

会の役員もお招きにあずかり出席させていただきまし

た。卒業生の一人として感慨無量でございます。 

本年は、平成の世から新しい元号の記念すべき年にな

ります。校友会も更なる飛躍の年にすべく努力を重ねて

います。 

昨年 10 月 20 日、校友会で初めての、「関東支部」が

誕生しました。関東地域に居住されている会員にとって

関西は遠い故郷です。ぜひ、年 1回の総会・懇親会にご

参集いただき、素晴らしい思い出を作ってください。 

本会は、会員相互の親睦を図り、併せて母校の後援を

なすという目的達成のために、定時総会および懇親会の

場をもっと活用していただきたいと呼びかけています。 

下記に掲載しました、周年と賀寿にあたる皆様には、

記念の会にしていただきますことを期待しています。 

末筆に、悲しいお知らせをさせていただきます。 

長く顧問としてご尽力いただきました、上原洋允氏

(第 23期)が平成29年 9月 27日に、ご他界されました。

本会の活動に多大なる尽力を賜りましたことに感謝申

し上げ、謹んで哀悼のまことを捧げます。 合掌 

皆様には、更なるご指導ご鞭撻くださいますようお願

いいたしましてご挨拶とさせていただきます。 

 次の各期の皆さんは、卒業後の周年及び賀寿(長寿の祝い)

の年にあたります。久しぶりに、旧友たちと連絡を取り

合って記念の集まりにしてみませんか。 

■ 卒業後の 周年記念 の期 

卒業 10 周年 第 79 期 平成 21 年 3 月卒業 

卒業 20 周年 第 69 期 平成 11 年 3 月卒業 

卒業 30 周年 第 59 期 平成 1 年 3 月卒業 

卒業 40 周年 第 49 期 昭和 54 年 3 月卒業 

■ 賀寿(長寿の祝い) の期 賀寿の年齢は「数え年」 

還 暦（61 歳) 第 48 期 昭和 53 年 3 月卒業 

古 稀（70 歳) 第 39 期 昭和 44 年 3 月卒業 

喜 寿（77 歳) 第 32 期 昭和 37 年 3 月卒業 

傘 寿（80 歳) 第 29 期 昭和 34 年 3 月卒業 

米 寿（88 歳) 第 21 期 昭和 26 年 3 月卒業 

卒 寿（90 歳) 第 19 期 昭和 24 年 3 月卒業 
  

 

校友会総会に寄せて 

母校校長 好永 保宣 先生 

校友会総会の開催を、心よりお喜

び申し上げます。また、会員の皆さ

まには、日頃より本校教育に多大な

ご協力、ご支援を賜り、厚く御礼申

し上げます。また、2 月 23 日に挙行

しました第 89 回卒業証書授与式に

際しては、宮原会長に参列いただき

校友会より花束を頂戴しました。ありがとうございました。

ここで母校を巣立った 396 名の卒業生が新たな校友会の会

員となります。よろしくお願い申し上げます。 

 さて、本校は、昭和 3 年（1928 年）に初代校長でもあり

ます谷岡登先生により大阪城東商業学校として創立されて

から、昨年度で 90 周年を迎えることができました。学園と

しても、ここがスタートとなります。私立学校法の施行に

伴い、昭和 27 年大阪商業大学附属高等学校となり、昭和 34

年には、円型校舎が竣工、昭和 57 年に解体されるまで多く

の生徒を見守ってきました。そして平成 4 年に現校名に改

称、平成 15 年に共学校となり現在に至ります。現在は、ご

存じのとおりグローバル商大、文理進学、スポーツ専修、

デザイン美術の４コースを設置し、それぞれのコースで特

色ある取り組みを進めております。去る 2月 15 日の創立記

念日には、リーガロイヤルホテル大阪で盛大に学園創立 90

周年記念式典を催すことができました。本校としても、記

念行事として、食堂の什器の一新やトレーニングルームの

整備などを進めていますが、その一環として校友会のご協

力を得て、東館の南側の庭に手を入れ、桜の木を植樹する

など、生徒の憩いの場を設けることができました。あらた

めて感謝申し上げます。 

 学校という場所は、その折々に在籍していた生徒や教職

員の活動の日々があってこそ「伝統」が築き上げられてい

くものです。みなさんの活動が、現在の 1,200 名を超える

在校生に、そして未来へと繋がっていきます。学園の建学

の精神「世に役立つ人物の養成」、

校訓「誠実」の下、これからも明る

く充実した学校生活を送り、地域に

信頼される学校であり続けるため

に、教職員一同努力してまいります。

校友会のみなさまのさらなるご指

導ご支援のほど、よろしくお願いい

たします。  
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祝 校友会 関東支部 誕生 

関東支部設立の経過報告と 

      支部長就任の御挨拶 
 

      関東支部長 髙 橋 利 夫 

第 24 期（昭和 29 年卒業） 

 平成３０年１０月２０日（土）に開催された校友会関東支部の設立
総会において、関東支部長に御推挙いただき就任しました。御挨

拶と設立総会までの経過を後日のために報告させていただきま

す。 

 私は、これまで毎年、春（５月）に開催される校友会総会・懇親会

に出席してまいりました。また、秋（１１月）に上六で開催される楽窓

会（音楽部・吹奏楽部のＯＢ会）にも埼玉県さいたま市から出席し

ています。昭和２９年の卒業生ですので、今年卒業後、６５年もの

歳月が流れています。 

  そのような中で、昨年５月２６日（土）に開催された母校での校友

会総会・懇親会の席上、宮原 健会長から私に関東地区での校友

会支部の立上げをとの御要請がありました。分かりました、関東地

区に居住する先輩・後輩と話し合ってみましょうとしたものです。 

幸いにして、音楽部の後輩である日垣昌士君（第２８期昭和３３年

卒）と阿蘇俊六君（第３１期昭和３６年卒）のお二人がおられ、発起

人として、参画してもらうことの快諾を得ることとなりました。まず

は、３人で始め、協力してもらえる人がいれば、拡大していくことと

した次第です。埼玉・東京・神奈川の３都県からバランスよく参加し

てもらえました。 

  連絡は、郵送やメールにより、きめ細かくし合い、本部とも連絡

を取りながら、一応のまとまりをみることができましたので、７月３日

（火）に東京・御茶ノ水駅近くの会館で３人が集まり、第１回設立発

起人会を開催する運びとなりました。まずは、私から設立の呼びか

けに至る経過につき、報告しました。審議事項として、①関東支部

設立の意思決定について、３名の発起人の就任を確認し、その代

表に私が就任することとなりました。支部設立について、意思決定

をしました。その他、②会則（案）の制定、③役員の選任（案）、④

平成３０年度事業計画（案）、⑤平成３０年度予算（案）につき、審

議、承認されました。母校での校友会総会には、出席したくともな

かなか出席できないが、関東で同窓会があり、卒業生が集まるの

であれば、是非とも出席したいという声があったことから、関東地

区に居住する会員相互の親睦と交流を図るとともに、会の発展と母

校の後援を行うことを目的としました。 

  ７月１１日には、宮原 健会長から成川圀雄君（第２９期昭和３４

年卒普通科）の紹介があり、早速連絡を取って、発起人会への参

加を快諾してもらいました。８月５日に、設立総会の開催（１０月２０

日（土））案内を６２名の会員に送付しました。９月２２日（土）には、

総会開催１か月前にして、第２回の設立発起人会を４人が集まり、

開催しました。この段階での回答状況は、郵便物返戻６名、出席７

名、欠席１３名で、３６名もの未回答者がいました。諸準備事項の確

認をし、役員構成についても決定しました。議案書は、この日、了

解を得た後、出席回答者に送付するものとし、９月２５日に送付しま

した。 

  このような経過をたどって、１０月２０日（土）午後４時、千代田区

九段北の「アルカディア市ヶ谷（私学会館）」において、設立総会を

開催することとなりました。校友会本部からは、宮原 健会長及び

田中 修事務局長の出席を得ました。総会は、日垣昌士発起人が

司会者となり開会、来賓及び設立発起人代表を紹介しました。そ

の後、各自が自己紹介を行いました。次いで校歌斉唱、髙橋利夫

発起人代表の開会の挨拶に続いて、宮原 健会長から校友会は、

平成１３年に設立の気運が出て設立され、今日に至っていること、

関東支部の設立に御尽力いただいたことにお礼申し上げると挨拶

されました。田中 修事務局長から支部への支援につき表明され

た後、持参された資料に基づき、母校の現況について説明されま

した。その後、議長に髙橋利夫発起人代表を指名、了承しました。 

  報告事項としての設立経過報告については、次第の記載に基

づき、詳細に報告がありました。母校での総会から５か月余りを要

して今日を迎えたこと、高校卒業という絆、つながりを結んでいき

たいとした後、これを了承しました。審議事項①関東支部設立の

意思決定については、全員の賛成により、これを承認しました。②

会則（案）の制定については、髙橋利夫議長から詳細な説明を受

けた後、全員異議なく、これを承認しました。③役員の選任（案）に

ついては、議長から別紙（案）により、詳細な説明があった後、出

席者全員が役職に就く（兼任も可とする。）こと、会計監事は、当分

の間、１名とすることを異議なく承認しました。任期は、平成３２年３

月３１日までとしました。 

会 長 １名 髙橋利夫 

副 会 長 ３名 日垣昌士、阿蘇俊六、春田丈夫 

理 事 若干名 土屋伸介、大程浩二 

会計監事 １名 成川圀雄 

（注） 事務局長及び会計は、会長が兼任する。本部との関

係で、会長は支部長、副会長は副支部長と称する。 

④平成３０年度事業計画（案）及び⑤同予算（案）については、原

案のとおり、承認されました。設立総会では、一人でも多くの会員

に参加してもらい、近況を報告し合い、絆を深めることを一番とし

て、会を運営していきたいと話しあったものです。その他の案件は

なく、議長は議事進行の協力に礼を述べて退任し、司会者が閉会

を宣言して、総会の議事がすべて終了しました。 

  総会終了後、暫時休憩の後、同所で懇親会が開かれました。司

会は、日垣昌士副会長が務め、髙橋利夫会長の挨拶の後、宮原 

健校友会長からお祝いの挨拶をいただきました。続いて、田中 修

事務局長に乾杯の音頭をとってもらい、祝宴が賑々しく開かれまし

た。各自からのスピーチでは、在学時代のこと、仕事のことなどが

披露され、盛り上がったものです。２時間の会食に時を忘れたひと

ときをもち、再会を約してお開きとなりました。 

  総会の開催に当たっては、発起人の皆さんに何かと御尽力い

ただいたことにお礼申し上げます。また、参加していただいた方

にお礼申し上げます。本部から御祝儀やら、運営費補助金をいた

だきました。ありがとうございます。成川圀雄会計監事からは、多額

の御寄附をいただきお礼申し上げます。 

  このようにして、関東支部が船出をしたものですが、その前途は

厳しいものがあります。案内を差し上げても、半数以上が回答すら

寄越してくれませんでした。総会開催のお知らせのときは、以後、

連絡を取らないとしたところですが、役員の中から、３年ぐらいまで

は、連絡を取ることとしてはどうかという意見もありました。幸い、そ

の通信費ぐらいは、賄えそうですので、この提案を受け入れること

としました。 

  会員の皆さんには、関東支部への参加をお願いします。また、

役員への参加につき、１都４県から２名以上の役員が選任される

のが望ましいと考えていますので、会に参加し、自薦・他薦を問わ

ず、積極的に名乗り出ていただきたいと

願っております。事務局まで御一報下さ

るようお願いします。 

  関東支部は、関東に居住する会員の

寄り合える場づくりが一番と考えておりま

す。どうぞ関東支部に御参加、御協力の

ほどお願いいたします。 

  以上、関東支部設立の御報告やら、支

部長就任の御挨拶といたします。 
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◎ 

 

定年退職・35 

母校教諭 淺 香 栄 嗣 先生 

校友会の皆様、平素は本校教育にご理解ご支援を賜り、心より感

謝申し上げます。此の度は校友会誌に投稿の機会を戴きましたこと

誠にありがとうございます。 

校友会誌発行時の4月には退職、そして保健体育の時間講師とし

て再度、大阪商業大学高等学校でお世話になっています。 

振り返れば私が25歳の時、保健体育時間講師で本校にお世話にな

り、次年に体育科の先生方全員の推薦を受け、また昨年、逝去され

ました湯原校長のお蔭もあって専任教諭にしていただきました。 

当時の体育科(青木、吉村、桧垣、里、和崎、島崎、竹田先生)

は、豪快な方が多く現場だけでなく、私的な面でも大変お世話にな

り楽しく過ごさせていただきました。 

① 青木先生、夏合宿船上で帽ふれ一 ② 吉村先生、河内音頭 

は独り舞台 ③ 桧垣先生、結婚式仲人、野沢温泉でハトポッポ 

④ 里先生、野沢温泉で優雅に上品スキー ⑤ 和崎先生、夜遊び

の帝王にお供 ⑥ 島崎先生、揺るぎない保体教育、我が師匠 ⑦ 

竹田先生、堺へ異動、三役に直談判など、また多くの個性的な先

生方、素行良き生徒たちに「学び学ばされ、教え教えられて」今

があることに感謝しています。 

『過猶不及』過ぎたるは猶及ばざるが如し。日本の教育は知識先

行型が過度になり、教師も生徒もストレスフルになっている。その

要因もあってか、退行するように幼稚で悪質な犯罪が増えてきてい

ることに危惧しています。 

先生方へ『剣道の一太刀の詩』を贈ります。 

人を打って、心を打ち砕く人 

人を打って、慢心している人 

人を打って、心を響かせる人 

人を打って、心を育てる人 

打たれた人が、ありがとうと感謝できる 

一太刀であれ、また、人であれ     栄嗣 

大切な命を育てているということを肝に命じて、自らの言葉や話、

姿勢について日々研鑚することを心掛けて頂きたいと思っていま

す。 

末筆ではございますが、長年の校友会の歩みに敬意を表し、感謝

するとともに、更なるご発展と皆様のご健康とご多幸をお祈り申し

上げます。 

 

剣道場 道場開き        平成８年８月 31 日 
  

人生 100 年時代  

身体の栄養と心、脳の栄養の話。 

 人生100年時代と言われるこの時代、100才 

以上生きたいと思いませんか。 

校友会副会長 藤 川 良 純  

第 26 期（昭和 31 年卒業） 

新テイコク薬局社長 

人生 100 年時代研究家 82 才 

⑴  人生100年時代、100才以上生きるためには、身体によい食

事をバランス良く取ること。 

 身体に良い食事とは、今では言い尽くされているから、誰で

も知っていることである。後は、行動あるのみですね。毎日の

生活の中で、自分でルールを決めて実行あるのみです。 

⑵  日々の生活の中で、身体を動かすこと。適当な運動、スポー

ツ、室内運動(体操･ルームランナー等)計画をたてて取り組む

こと。 

身体の調子が悪い時は、早めにお医者にかかり、また、生涯

信頼できる、かかりつけお医者さんを見つけてください。 

⑶ 栄養剤やビタミン剤の薬、身体に良いと言われる栄養補助食

品のサプリメント等々一つや二つは、健康な体づくりに取り入

れたい。 

⑷ 身体に悪いことは、極力避ける。食べ過ぎない、飲みすぎな

い、全て食べるものは腹8分に抑える。 

⑸ 酒、タバコ、飲み物類は、適量にする。糖類、糖質、塩分は

少なめに心がける。 

 脳と心の栄養は、 

⑴  高齢者になったら、娯楽を楽しみ、スポーツ、社会運動に参

加する。また家族が仲良く暮らすことに努力すること。 

⑵  良書を沢山読むこと。読書の目安は、後期高齢者であれば、

10,000冊と言う先生もおられる。 

⑶  本を読むことにより、自分の人格を高めると同時に、他人の

気持ちや他人の立場が理解できる、思いやりのある心を身に付

けたい。 

⑷  読書から知識や情報を得て今を見つめる。将来を予測して

100年時代を平穏に生きたい。 

⑸ 高齢者の日常の心がけは、かたよらない、こだわらない、  

とらわれない、心でまた同時に何事にも感謝するように心がけ

る。日々の出来事を毎日日記に書くこと。 

⑹ 明日死んでもと思い心の準備をして暮らし、また100年以上

生きると思って、何事も好奇心を持って学ぶことである。 

⑺ 思いつくまま色々書いてみました。人それぞれに方法や、や

り方が沢山あると思いますから、自分に合ったもので実行し

て、人生100年以上生きて下さい。 

最後に、読書10,000冊達成に挑戦して下さい。私はもう少

しで達成します。この記事があなたに参考になればよいです

が、人生100年以上、あとは、天命に祈りましょう。 
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今後の校友会の活動に期待！  

 第 53 期（昭和 58 年卒業） 東 野 義 晃 

2018 年、なんだか？激動の 1 年だったと思う。夏の甲子園大阪

予選に、系列の商大堺高校が、決勝まで進出。結果は残念だったが、

ＴＶの前でビール片手に、わくわくどきどき。そして、秋の台風

21 号の大阪上陸。我が町含めて、甚大な被害が出た。あの日の事

は、未だに忘れる事はできない。それに、先日の「大阪万博決定！」

の知らせ。子供の時に、親に連れられて会場に何度も行き、遊んだ

記憶が思い出す。 

そんな2018年、我が校友会の活動で新しいページが開いた。 

1. 若手メンバーによる「青年部」の発足。 

2. 仮称 ゴルフ同好会の発足である。 

まず「青年部」だがどうやら、主な活動としては谷岡学園グルー

プの、各高校の校友会との連携からどうやら始まるみたいである。 

私としては、ゴルフ部所属の卒業生にも、是非校友会活動に参加を

して欲しいと思う。私は、青年でなくおじさんの「中年部」(苦笑)

だから、所属はできないが「私だったら、こんな事をしてみたい。」

「文化祭で、校友会でこんな発表をして、校友会宣伝した、どうや

ろ？」勝手にアイディアを作ってる時がある。 

若手から、仮に意見求められたらおじさんなりに、話してみたい

ものだ。そして、会議の最後は、どこかで懇親会して校歌や、学生

歌を肩組んで歌いたい！いつも思うのだが、腹から声だして歌う事

は、ストレス発散なるからね。 

 それから「仮称 ゴルフ同好会」。ゴルフは、学生の頃からして

いるが、いまだに上手くならない。下手くそである。来るべき、ゴ

ルフコンペの前までに、ゴルフ部の学生さんを、アルバイトにコー

チ契約して練習つけて欲しいと思っている。 

実現は、難しいと思うが。それ位、気合入れて楽しみにしている

のだ。天気のよい日に、仕事忘れてNice Shot！を打ちたい。Nice 

一寸は、やはり打ちたくないものだ。(笑) 

最後は、汗流して気持ちよいビールを頂き翌日からの、仕事に備

える。ついでに同好会メンバーとの交遊も、また深めれたら最高！  

これからも、時間を作り母校に顔をだして、校友会活動にも参加し

よう思う。 

まだ、校友会の総会や、会合に参加していないたくさんの校友に、

お願いしたい。 

「まずは、試しに顔だしてみて下さい。それから始まります。」

時代と共に、男子バンカラな校風から、色々な色に染まっている母

校。でも、時代は変われど、いつでも教職員の皆さんは、我々を迎

えてくれます。「お帰りなさい。」とね。 

 

毎年開催で四半世紀！  

 第 42 期（平成４年卒業） 松 尾 成 彦 

高校卒業して２年後から始まった同期生の忘年会。お互いに忙し

い中、１年に１度は会いましょうと集まり出した。私は高校卒業後 

大学、就職が大阪からかなり離れていた為にだいぶん後からの参加

だが、毎年同じ幹事さんが集合掛けてくれるので物凄く助かってい

る。 

私が校友会の幹事になった時は私に『本部との橋渡し役になって

欲しい』として本部には上がらず同期生をまとめ毎年開催を企画、

手配してくれている。 

昨年末の開催の時、何気なく聴くと丁度25回目と言われたので、

こんな節目でしかも毎年開催しているのは凄いことだから校友会

誌に掲載したいと言ったらみんながみんな賛成ということで即携

帯電話で撮った。 

毎年のように出席できない人もいる中でこんなに続けてこられ

て、感慨深いものがあった。 

これからもみんな1年に1度は会うのを続けていこうな。 

 

日本室内陸上競技大会 

Ｕ20の部 60ｍ で全国優勝！ 

母校 陸上競技部 宮 内 和 哉 

今回この様な機会を与えて頂きありがとうございます。大阪商業

大学高校３年、陸上競技部の宮内和哉です。 

去年先輩が出場されたＵ20 日本室内陸上競技大会を初めて見に

行き、全国大会の迫力を肌で感じることができました。自分も出場

したいと思い一年間努力を重ね、夏の大阪総体100ｍにおいて10″

66という記録で優勝し、今大会の参加標準記録を突破、Ｕ20の部

60ｍの出場を決めることができました。またその結果初めての全国

優勝を果たすことができました。優勝できたことはとても嬉しく、

高３生、大学生に勝てたことは自信となりました。いつも指導して

頂いている顧問の先生や脚の状態など診てもらったトレーナー、仲

間の応援、そして当日ずっとサポートしてくれた友人には本当に感

謝の気持ちで一杯です。 

これを励みに大阪陸協や、高体連での強化練習会で他校の先生方 

に教えて頂いたことを活かし、高校最後のシーズンでは自分の目標

である全国インターハイ出場、国体出場を目指して一生懸命頑張り

たいです。これからも暖かい応援よろしくお願いいたします。  

 

校長室で優勝報告 

学校長 好永保宣先生 ・ 宮内和哉君 ・ 顧問 緒方敬一先生 
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大阪城東商業学校 (旧 制 ) 　昭和６年度～昭和25年度 2,735 1,339 4,074 4,074

城 東 高 等 学 校 (新 制 )   昭和23年度 16 16 16

　昭和24年度～昭和26年度 206 84 139 429 429

　昭和27年度～平成３年度 5,875 10,970 591 26 17,436 26 17,462

　平成４年度～平成29年度 7,581 758

　平成30年度(第89期生) 295 101

8,832 18,930 859 2,069 26 29,831 885 30,716

学　　校　　名
全　日　制

普通科(女)商業科(男) 普通科(男)

※ 大阪城東商業学校の 全日制商業科＝第１本科，定時制商業科＝第２本科 と読み替える。

30,71628,621 2,095

小　　　計

合　　　計

大 阪 商 業 大 学 高 等 学 校

　■ 卒業者数の累計 第89回 卒業証書授与式　平成31年2月23日現在

女 子男 子
総合計

定　時　制

商業科(男) 商業科(女)

合　　計

7,876 859 8,735

大阪城東大学附属高等学校

大阪商業大学附属高等学校

 

第 89 期生 396 名 校友会会員に ！ 

第 89 回卒業証書授与式は、平成の世最後の平成 31 年

2 月 23 日(土) 母校体育館において挙行された。 

その前日、校友会の会長と事務局長が予行演習の行わ

れていた会場にお邪魔して、校友会代表としての挨拶と

校友会の趣旨説明・激励の言葉を述べた。 

卒業式当日、定刻前 紅白の幕が張られた式場にコサー

ジュを胸に付けた卒業生が、学級担任の引率によって入

場した。厳粛な式の準備が粛々と進む様は見ていて非常

に清々しい思いであった。 

開式に先立って、司会の西本真治教頭先生から来賓が

紹介され、式は定刻に始まった。開会の辞 校歌斉唱に続

いて、副校長阪口耕次先生より学事報告があった。平成

30 年度の卒業生は、昭和 7年 3月、旧制時代の第１回か

ら通算すると第 89 回目にあたる。昭和 24 年 3 月新制高

等学校の第１回から通算して第 71 回である。 

その間の卒業生総数は、実に 30,716 名にも上るとのこ

と。しかも、学園創立 90 周年の記念すべき年の卒業であ

る。母校の偉大な歴史を感じずにはいられない。 

また、平成 15 年度から普通科にコース制が採用され、

共学制が発足して 14 回目の卒業証書授与式に当たり、女

子生徒の卒業生も今年の 101 名を加えて 859 名に上った。 

卒業証書の授与に移り、担任教諭から卒業生の氏名が読

み上げられ、それに応えて自席で起立し、クラス全員が揃

ったところで着席。卒業生全員が呼ばれた後、コースの代

表者が、学校長好永保宣先生から卒業証書が授与された。 

※ コース別の卒業者数と代表者を紹介する。 

グローバル商大コース 271 名 前田 英俊 君 

文 理 進 学 コ ー ス 51 名 曽根 勇弥 君 

スポーツ専修コース 59 名 二葉 隆成 君 

デザイン美術コース 15 名 中嶋 巴椰 君 

続いて、学校長と学校法人 谷岡学園理事長 谷岡一郎

先生にかわって谷岡学園常務理事・大阪商業大学副学長

片山隆男先生(写真)の式辞、ＰＴＡ会長

池田宗治氏から祝辞が述べられた。 

祝電披露に続いて、在校生代表生徒

自治会会長の瀬川輝也君からの｢送

辞｣、卒業生代表の小林希瑞月君から 

｢答辞｣と進み、卒業証書授与式は滞り

なく終了した後、校友会会長から卒業

生代表越智仁那君にお祝いの花束が贈呈された。 

今年、初めての試みとして卒業生全員の合唱で、卒業

の歌「旅立ちの日に」を大浦大悟君指揮、ＰＴＡから寄

贈された卒業記念品のピアノの伴奏で披露された。 

卒業生の退場は、クラスごとに中央で横一列に整列し、

“気を付け・礼”全員揃って“ありがとうございました”

とお礼の言葉を述べ、参列した人たちの拍手に送られて、

爽やかな顔をして式場を後にした。 

卒業生が全員退場した後、学年主任北口千佳先生と副

主任五十川精三先生が演壇で保護者に向かって“３年間

ありがとうございました”と礼を述べられた。 

今回の卒業証書授与式も、実に清々しく威厳に満ちた

素晴らしい式に参列して、若い人たちのパワーを吸収し、

爽やかで晴れ晴れした一日であった。 
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第89回 卒業式を終えて 

母校 平成 30 年度 第 3 学年主任 

北 口 千 佳  先生 

 去る平成 31 年 2月 23 日、第 89 回卒業式において、396 名の生

徒達が卒業いたしまた。大人になりました。３年間で身体も心も。

すっかりなじんだ制服姿で、大人びた表情の中にもあどけない表

情を残しながら、この３年間の思い出をいっぱい胸につめて巣立

っていきました。 

この日を無事に迎えることができたのも、校長先生はじめ、学

年団の先生方のみならず、全ての先生方、そして保護者の皆様に

支えて頂いたからだと思っております。本当に温かく心強い支え

をありがとうございました。 

卒業式を終えて一番感じたのは、この学年の生徒の素直さで

す。中学校時代から大人に対して不信感をもっていた生徒も、心

のコップが上を向き、素直に言葉が入る生徒に育ったように思い

ます。それもこれも、この３年間、教員と保護者の方がチームと

して地道にコツコツと生徒達に関わり続けた結果だと思います。

私自身は、協力できることの大切さを学んだ３年間でもありまし

た。 

ＡＩの出現で、私たちの仕事の大半がＡＩにとってかわられる

のではないかと言われだしています。そのような時代を迎えるか

らこそ、学年では心の教育に重きをおいて取り組みました。その

成果として、生徒たちに豊かで素直な心が育まれたように思いま

す。また、その育まれた心は、一生生徒自身を助けてくれるもの

だと思っています。 

今の生徒たちはＡＩ時代を生き抜いていかなければいけませ

ん。ＡＩはデータベース部と推論部が不可欠といわれています。

推論部が判断・決断をくだす際、心が介入するものは大変難しい

ように思います。どんな人にも心があります。心が介入する判断・

決断に人の値打ちがでてくるように思います。どの生徒もＡＩと

上手に共存し、幸せに生き抜いていって欲しいと思います。 

生徒たちがそれぞれの進路先でも活躍してくれることを期待し

ています。ありがとうございました。 

平成30年度 第３学年 担任団 

 

雑感 － 90 期生 北海道修学旅行 － 

母校 平成 30 年度 第 2学年主任 

 中 井 敏 晴 先生 

本校が北海道へ修学旅行に繰り出すのは何年ぶりだろうか。振

り返れば私が 30 代の頃に学年主任を仰せつかり、オーストラリ

ア修学旅行を計画したもののテロとサーズで実施できず、その代

替案で５月に北海道へ行った学年と、翌年３月にスキーをメイン

に実施した次の学年以来になる。当時、海外修学旅行を断念しな

ければならなかった生徒の心を、北海道は優しく受け止めてくれ

た想い出がある。 

今回の修学旅行も海外から国内へ変更された初年となり、学年

を預かる身として２回目の北海道には万感の思いを持って臨ん

だ。多くの 90 期生は、ハワイから北海道に目的地が変更された

ことにモチベーションを下げていたように見えた。そのことが学

年教員の心に火をつけることになる。生徒のネガティブな思いを

払拭すべく、アイディアを出し合いながら生徒に閉塞感を与えな

い工夫が施された。 

①スキーに限定せず、スノーボードも選択肢に入れる。 

当初ケガの確立が高まることを懸念し、スキーのみの実施計画

であったが、インストラクターの手腕と生徒の節度ある行動を信

じてスノーボードも実施する運びになった。 

②私服での旅行参加。 

修学旅行も授業の一環であるため、制服で参加するのが当然あ

るべき姿だ。しかし、学年の意向として防寒や荷物の軽減などか

ら、私服での参加を願い出た。生徒に自覚ある行動を周知させる

ことを条件に、これも全体会議で認めていただいた。 

③アクティビティを充実させる。 

生徒の自由意思を反映させる取り組み。体験型と観光型の内容

に分け、７種類のプランを用意した。中には真冬の支笏湖でシュ

ノーケリングをするなどの大胆な計画も用意され、昼食も海鮮

丼・ラーメンといったご当地のものを満喫できるものとした。 

④雰囲気作り 

学年集会・結団式では「『非日常』の中でのマナーの遵守・主体

的行動」を呼びかけ、その結果として「90 期生のレガシィを創り

上げる」ことをコンセプトとした。さらに、旅情を高めるための

サプライズ誕生日会の演出や、生徒の気持ちを汲むクラス担任の

働きかけが見事だった。 

修学旅行を終えて、今回またしても北海道は私たちを優しく包

み込んでくれた。生徒たちは関西では味わえないパウダースノー

の中で戯れながら仲間と想い出を共有し、ウインタースポーツの

デビューを果たした。また、大いに食べ、大いに笑い、大いに北

の大地でバスに揺られた。氷点下をものともしない若者の活気が

そこにはあり、溢れんばかりの頼もしさが感じられた。帰阪後の

多くの生徒の声が聞こえて来る。「北海道よかった」と。 

全員無事帰阪した数日後の２学期終業式、校長が修学旅行期間

中の２年生の聴く姿勢を褒めてくださった。その瞬間、「90 期生

のレガシィ」が少し築けた思いがし、自ずと感謝の念が沸き起こ

った。生徒たちへ、本校教員へ、北の大地北海道へ。 

ありがとうございました。 

  

1 日目 ノーザンホースパーク 2 日目 スキー実習 

  

3 日目 札幌市街             4 日目 羊ヶ丘 
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29. 4. 6(木)  母　校　第90回　入学式 に参列

5.13(土)  第１回　本部役員会 ・ 第１回　幹事会　於 母校 視聴覚教室

5.27(土)  平成29年度 総 会 ・ コンサート ・ 懇親会

　第１部　総  会　 於 商大 ﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨﾎｰﾙ「蒼天」

　第２部　ジャズコンサート　 於　同上

　第３部　懇親会　 於 Ｕ･コミュニティホールＬ

 9.20(水)  母　校　第89回　体育祭 に参列

 9.30(土)  母　校　第58回　文化祭 に参加

11.25(土)  第２回　本部役員会　於 母校 小会議室

30. 2.24(土)  母　校　第88回　卒業証書授与式 に参列

3.10(土)  第３回　本部役員会 ・ 第２回　幹事会　於 母校 視聴覚教室

　　　　　平成29年度　事 業 報 告

項　　　　目

会 費 2,140,000 総 会 費 136,800

懇 親 会 会 費 145,000 懇 親 会 費 用 275,000

校 友 会 活 動 賛 助金 391,000 役 員 会 費 49,888

賛 助 広 告 料 294,000 通 信 費 947,276

雑 収 入 299 印 刷 費 142,927

消 耗 品 費 92,747

雑 費 11,034

広 報 宣 伝 費 837,892

諸 集 会 費 20,000

慶 弔 費 131,298

育 英 奨 学 費 0

ク ラ ブ 活 動 補 助 215,000

学 園 祭 補 助 225,000

予 備 費 11,340

収 入 の 部 合 計 2,970,299 支 出 の 部 合 計 3,096,202

前 年 度 繰 越 金 5,965,277 次 年 度 繰 越 金 5,839,374

8,935,576 8,935,576

平成29年度 会計収支決算報告書
平成29年4月1日～平成30年3月31日

収　入　の　部 支　出　の　部

決　算　額 項　　　　目 決　算　額

平成 30 年 5 月 26 日(土) 平成 30 年度校友会総会を大阪商

業大学ユニバーシティホール｢蒼天｣において開催した。 

会長の挨拶に続いて母校 校長補佐 浅香栄嗣先生よりお祝

いの言葉を頂戴して総会が始まった。 

総会の詳細は割愛するが、以下に 平成 29 年度事業報告と

会計収支決算報告書を掲載する。 

 

 

   

  

 

 

平成30年度　校友会総会
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顧　　問

 尼 子　東 吉　(元校長 平16.4～平20.3)

相 談 役 20(S25) 大 村　計 治 21(S26) 澤 邑　知 明 22(S27) 沖 田　義 彦 23(S28) 玉 置　修 三

23(S28) 矢 森　武 昭

役　　職 期(年) 氏　　名 期(年) 氏　　名 期(年) 氏　　名 期(年) 氏　　名

会　　長 29(S34) 宮 原 　　健

副 会 長 26(S31) 藤 川　良 純 29(S34) 森 田　賢 二 38(S43) 藤 原 　　昇 43(S48) 佐 藤　敏 明

47(S52) 徳 重　　 悟 48(S53) 五十川 精 三 62(H 4) 松 尾　成 彦

事務局長 38(S43) 田 中 　　修

書　　記 60(H02) 坂 口　洋 平 74(H16) 松 田　　 周

会　　計 37(S42) 矢 津　武 志 63(H 5) 田 坂　隆 司

監　　査 28(S33) 赤 部　　 功 32(S37) 井 野　早 雄

常任幹事 24(S29) 安 藤 　　修 28(S33) 澤 井　駒 一 28(S33) 宮 田 悠紀雄 29(S34) 湯 谷　宋 吾

29(S34) 須 藤　實 也 31(S36) 大 橋　貞 弘 31(S36) 石 河　鴻 一 33(S38) 岡 本　勝 彦

33(S38) 鈴 木　哲 士 34(S39) 仲 野 　　明 36(S41) 森　　悦次郎 38(S43) 大 岡　清 司

38(S43) 中 崎　光 男 39(S44) 砂 金　光 夫 39(S44) 東 内　秀 多 42(S47) 山 口 　　弘

42(S47) 吉 田　宗 弘 47(S52) 田 口　富 雄 49(S54) 中 井 　　司 51(S56) 入 口 　　智

53(S58) 東 野　義 晃 56(S61) 酒 井 　　淳 58(S63) 熊 谷  公 男 60(H02) 宇 川　宜 孝

60(H 2) 荒 田　晃 一 70(H12) 下 間　　 聡 75(H17) 森 安　義 次 75(H17) 中 村　隆 都

77(H19) 山 岡　大 樹 78(H20) 渡 部　　 優 81(H23) 北 村　　 陵 82(H24) 柴 田　英 希

84(H25) 小 林　希 碩

幹　　事 27(S32) 清 水 英五郎 49(S54) 山 本　眞 大 53(S58) 清 水　尚 義 61(H03) 植 田　恭 啓

64(H06) 井 上　力 哉 65(H07) 井 野　雄 一 66(H08) 大 橋　健 弘 71(H13) 崎 谷　裕 史

76(H18) 大 西　潤 哉 79(H21) 髙 橋　尚 起 80(H22) 大 井 　　孟 80(H22) 中 河　真 菜
80(H22) 後 藤　彰 久 81(H23) 藤 崎　鈴 香 81(H23) 松 尾　雅 之 82(H24) 植 木　彩 香
83(H25) 北 田　章 悟 83(H25) 前 田 正太郎 84(H26) 岩 間　梨 那 85(H27) 紙 田 あけみ

85(H27) 河 野  貴 一 85(H27) 山 本  美 雪 86(H28) 中 尾  美 咲 86(H28) 田 中  大 貴

87(H29) 高 山　佑 真 87(H29) 東 間　結 衣 88(H30) 北　　 健 吾 88(H30) 平 本　侑 愛

　※　12(S17)安田敏雄(顧問）･湯原俊雄(顧問）･23(S28)上原洋允(顧問）･21(S26)青山兼光(相談役）の四氏は、

逝去されましたので、名簿から削除しました。　

役員一覧表（ 平成28年度改選,29･30年度 追加 ） (敬称略)

 柴 田 　　巖　(元校長 昭61.4～平 4.3)

 久間田 博 幸　(元校長 平 4.4～平 9.3)

 厚 母　眞 一　(元校長 平12.4～平16.3)

大 塚　信 一　(元校長 平20.4～平25.3)

堀 井　　 純　(前校長 平25.4～平28.3)

好 永　保 宣　(現校長 平28.4～　 　 )

24(S29) 安藤　　修 31(S36) 松本　　優 51(S56) 入口　　智

24(S29) 坂口　松男 31(S36) 木戸　守正 51(S56) 斧田　政文

26(S31) 中橋　祥起 31(S36) 吉田　史朗 53(S58) 清水　尚義

26(S31) 真鍋　安男 31(S36) 坂本　明善 54(S59) 植田　　洋

26(S31) 後藤　洋司 32(S37) 上原　秀憲 54(S59) 西岡　利昭

27(S32) 清水英五郎 32(S37) 井野　早雄 57(S62) 宮林　輝明

28(S33) 宮田悠紀雄 34(S39) 村松高一郎 57(S62) 辻本　順一

29(S34) 笠井　嗣郎 35(S40) 南宅　英治 66(H08) 山中　一誠

29(S34) 静川　　忠 35(S40) 上門　俊男 76(H18) 北野　真司

29(S34) 田島　正日 36(S41) 森　悦次郎 76(H18) 重田　佳祐

29(S34) 細見　信隆 36(S41) 松本　　宏 80(H22) 中谷　英之

29(S34) 雁金　祥泰 36(S41) 牧内　勝巳 81(H23) 德山　雄大

20(S25) 大村　計治 28(S33) 澤井　駒一 11(S16) 田中喜久雄 29(S34) 笹本　彰三 36(S41) 竹野　和憲 84(H26) 髙井　智晴

26(S31) 藤川　良純 29(S34) 森田　賢二 14(S20) 石橋　　進 29(S34) 中村昭太郎 36(S41) 市川　雅一 85(H27) 河口　翔一

28(S33) 赤部　　功 29(S34) 西川　恒廣 14(S20) 西田　智信 29(S34) 奥田　隆司 37(S42) 志村　傅造 87(H29) 多喜谷 隆司

29(S34) 宮原　　健 30(S35) 宮田　　宏 14(S20) 辻本　　勇 29(S34) 西郷　尚弘 37(S42) 荻野　秀雄 88(H30) 中谷　侑紀

31(S36) 大橋　貞弘 33(S38) 岡本　勝彦 14(S20) 髙鶴　邦彦 29(S34) 清水鉄次郎 37(S42) 久山　敬二 88(H30) 杉本　秀太

31(S36) 石河　鴻一 37(S42) 矢津　武志 17(S22) 横井　辰夫 29(S34) 岡本　壽一 39(S44) 横山　一夫 88(H30) 下村　流行

38(S43) 田中　　修 38(S43) 藤原　　昇 19(S24) 次田　幸雄 29(S34) 小廣　　正 42(S47) 大森　輝義

47(S52) 德重　　悟 39(S44) 砂金　光夫 20(S25) 篠浦　一朗 29(S34) 阪口　正彦 43(S48) 丸谷　　満

49(S54) 中井　　司 43(S48) 片山　雅之 21(S26) 植田　正夫 30(S35) 喜多　忠博 45(S50) 田上　恵治

48(S53) 五十川精三 21(S26) 大塚　哲男 30(S35) 北浦　明雄 45(S50) 谷垣　和夫

54(S59) 愛知　　浩 21(S26) 大藪　　稔 30(S35) 片山　廣次 46(S51) 中谷　昌一

22(S27) 沖田　義彦 60(H02) 劔持　宣博 21(S26) 澤邑　知明 30(S35) 竹内　　昭 48(S53) 牧山　孝司

23(S28) 池本　繁喜 61(H03) 植田　恭啓 21(S26) 橋本　　修 30(S35) 吹田　　進 49(S54) 梶田　　昇

24(S29) 髙橋　利夫 63(H05) 田坂　隆司 23(S28) 宮野　友義 30(S35) 後藤　正義 49(S54) 中井　　宏

25(S30) 谷岡　　剛 64(H06) 井上　力哉 24(S29) 慶田　欽一 31(S36) 東條　　勝 49(S54) 坂本　　朗

賛助金・賛助広告

賛助広告

賛 助 金 賛 助 金 賛 助 金

賛助広告 賛 助 金

　数字＝期(卒業年)

　　　S=昭和・H=平成

賛助金・賛助広告協力者芳名録
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四年制大学名 合格 四年制大学名 合格 四年制大学名 合格 四年制大学名 合格

【系列大学】 大 手 前 大 学 1 四 天 王 寺 大 学 5 広 島 国 際 大 学 1

大 阪 商 業 大 学 76 追 手 門 学 院 大 学 9 成 安 造 形 大 学 1 武 庫 川 女 子 大 学 1

神戸芸術工科 大学 2 関 西 大 学 3 聖 和 大 学 1 桃 山 学 院 大 学 11

【私立大学】 関 西 医 療 大 学 1 摂 南 大 学 5 龍 谷 大 学 5

芦 屋 大 学 1 関 西 外 国 語 大 学 3 千 里 金 蘭 大 学 1 四年制大学合計 260

大 阪 国 際 大 学 6 関西福祉科学 大学 10 相 愛 大 学 1 【短期大学】

大 阪 学 院 大 学 5 畿 央 大 学 2 太 成 学 院 大 学 2 短期大学名 合格

大 阪 経 済 大 学 4 北 見 工 業 大 学 1 千 葉 商 科 大 学 1 アリゾナウエスタンカレッジ 1

大阪経済法科 大学 2 京都造形芸術 大学 2 帝 塚 山 大 学 7 大阪国際大学短期大学部 1

大 阪 芸 術 大 学 2 京 都 外 国 語 大 学 1 帝 塚 山 学 院 大 学 1 大 阪 成 蹊 短 期 大 学 1

大 阪 工 業 大 学 3 京 都 精 華 大 学 2 天 理 大 学 3 大阪夕陽丘学園短期大学 1

大阪樟蔭女子 大学 1 京 都 産 業 大 学 2 東 亜 大 学 1 関西外国語大学短期大学部 3

大 阪 成 蹊 大 学 1 京 都 華 頂 大 学 1 徳 島 文 理 大 学 1 関 西 女 子 短 期 大 学 3

大阪電気通信 大学 9 京都美術工芸 大学 3 東 北 福 祉 大 学 3 嵯峨美術大学短期大学部 2

大阪人間科学 大学 1 近 畿 大 学 12 常 磐 会 学 園 大 学 3 常 磐 会 短 期 大 学 2

大 阪 物 療 大 学 1 甲 南 大 学 1 名 古 屋 産 業 大 学 1 武 庫 川 女 子 短 期 大 学 1

大阪保健医療 大学 1 神 戸 学 院 大 学 1 奈 良 学 園 大 学 2 龍 谷 大 学 短 期 大 学 部 1

大阪行岡医療 大学 1 神 戸 国 際 大 学 3 梅 花 女 子 大 学 1 16

大 阪 産 業 大 学 18 嵯 峨 美 術 大 学 2 阪 南 大 学 8

短期大学合計

大学合格数 276

■ 平成30年3月　四年制大学 ・ 短期大学 合格状況　　　　　　※ 数値は延べ合格数　　　　　　３月５日 現在

特 別 講 演 演題 ＝ あきらめたら終わりだ、あきらめなければ終わらない ＝ 

  
講 師 植 田 辰 哉 氏（第 53 期 昭和 58 年卒業） 

元男子バレーボール日本代表監督 

日本バレーボール協会シニアディレクター（強化委員長） 

大阪商業大学教授 

 1964年7月25日、香川県生まれ。大阪商業大学卒業後、新日本製鐵（現、堺ブレイザーズ）

に入社。日本リーグ（現 Ｖリーグ）ではセンタープレイヤーとして活躍。 

1992 年のバルセロナ五輪でキャプテンを務め、6位入賞を果たすなど、日本の男子バレーボ

ール界の主力選手として活躍。 

現役引退後は、指導者として、名門チーム・新日鐵、日本代表ジュニアチームの監督を経て、

2005年に男子バレーボール日本代表監督に就任。低迷を続けていた日本代表チームを一から建

て直し、選手のメンタル面とフィジカル面の双方から強化。2008年、北京五輪出場の切符を掴

んだ。その熱い情熱と緻密な計画で、 日本代表チームを「オリンピック出場」という目標へ牽

引したリーダーシップ、マネジメント力について語る講演は、必聴である。 

■ 平成 31 年 3 月 卒業生進路状況  ■ ２０１８年度 各種検定試験 合格数一覧表 

進 路 状 況 合 格 割 合  

全商協会  簿記実務検定試験 

３級 145 名、 ２級  54 名 

１級 原価計算 13 名、 

１級 財務会計  3 名 

大 阪 商 業 大 学 76 名 19.1%  

神 戸 芸術 工科 大学 2 名 0.5%  

他 の 四 年 制 大 学 161 名 40.7%  
実用英語技能検定試験(英検) 

３級 140 名、準２級  51 名 

２級  29 名 短 期 大 学 16 名 4.0%  

専 門 学 校 64 名 16.2%  ＩＣＴプロフィシエンシー検定 ３級  88 名、準２級  46 名 

就 職 ･ 家 業 16 名 4.1%  全商協会  情報処理検定試験 ３級  46 名、 ２級   1 名 

その他未定・出願中 61 名 15.4%  色 彩 検 定 試 験 ３級  11 名、 ２級   4 名 

卒業生総数 396 名 100.0%    

(ゴシック＝系列大学)    (3 月 19 日現在)    

■ 平成 30 年度 デザイン美術コース コンクール等 入賞一覧表 

第 36 回 大阪府青少年読書感想画コンクール 高等学校の部 指定図書 優秀賞１名、優良賞４名 

サブローゴマ コンテスト ホルベイン賞１名、播磨考古学研究会賞１名 
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硬式野球部 バレーボール部  [昭和30年創部〕
□ 春季近畿地区大会大阪府予選 ４回戦 □ 全国高校総合体育大会大阪府予選 ベスト16
□ 全国高校野球選手権大阪大会 ２回戦 □ 近畿高校バレーボール優勝大会 ２回戦
□ 秋季近畿地区大会大阪府予選 ５回戦 □ 全日本バレーボール高校選手権大会大阪府予選 ベスト16

□ 大阪高校新人大会 ２回戦

男子バスケットボール部 □ 大阪私学大会 ベスト4

□ 府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（商業大会） 準優勝 ラグビー部  [昭和32年創部]
□ 大阪私学大会　 ５位 □ 近畿大会大阪府予選Dブロック ベスト8

□ 全国大会大阪府予選 出場

陸上競技部
□ 大阪高校陸上競技対校選手権大会 宮内和哉 100m 10"77　　5位 ワンダーフォーゲル部  [昭和34年創部]
◇ 近畿地区予選会 宮内和哉 100m 決勝進出 □  4月  神津嶽 □  5月  葛城山

□ 大阪府公私商業高校陸上競技大会 男子　　　　　総合優勝 □  6月  金剛山 □  7月  六甲山　合宿前訓練
女子 総合優勝 □  8月  立山（富山県夏合宿） □  9月  葛城山

□ 大阪高校総合体育大会 宮内和哉 100m 10"66　　優勝 □ 10月  金剛山 □ 11月  六甲山～有馬温泉
平井星名 走幅跳 5m08　　 6位 □ 12月  金剛山（雪山体験） □　1月　高見山　（樹氷見学）

□ 大阪私立高校総合体育大会 宮内和哉 100m 10"79　　3位
☆U18日本陸上競技選手権大会 宮内和哉 100m 10"81　　準決勝進出 ボクシング部 [昭和48年創部]
□ 全国高校駅伝予選会男子 出場 □ 近畿高校女子ボクシング新人大会 関　真絢 ２位
☆ 日本室内陸上競技大阪大会 宮内和哉 60m 6"78　　　優勝 ☆ 全日本女子ボクシング選手権大会 関　真絢 ベスト８

剣 道 部 ゴルフ部 [平成19年創部]
□ 大阪私学大会 出場 ☆ 全国高等学校ゴルフ選手権大会男子団体　14位　　女子団体　4位
□ 全国総体大阪府予選 出場 男子個人　植田晃人 14位　　　 田中裕真 19位タイ
□ 大阪総体 出場 　竹田弘登 33位タイ　野澤竜次 52位タイ
□ 新人戦 出場 女子個人　西村優菜 18位タイ 　　　　　　　　　　　　　

☆ 日本アマチュアゴルフ選手権競技 植田晃大 11位タイ

テニス部 ☆ 日本女子アマチュアゴルフ選手権競技 西村優菜 11位タイ
□ 平成３０年度大阪高校春季テニス大会　 出場 ☆ 日本ジュニアゴルフ選手権競技
□ 第７４回大阪高校総体テニス大会 出場 男子個人　野澤竜次 17位タイ　田中裕真 29位タイ　植田晃人 29位タイ
□ 平成３０年度大阪高校秋季テニス大会　 出場 女子個人　西村優菜　 2位   
□ 第３２回大阪高校サマーテニストーナメント 出場 ☆ PGAジュニア選手権太平洋クラブカップ
□ 第１３回第3学区テニストーナメント 出場 男子個人　野澤竜次  2位　植田晃人 34位タイ

団体の部(野澤竜次・植田晃大を含む関西地区チーム）　優勝

卓球部 ☆ 国民体育大会 女子個人　 西村優菜 優勝
□ 大阪高校選手権女子シングルス 2回戦 植田晃大 37位タイ　野澤竜次 42位タイ　竹田弘登 65位タイ
□ ジュニア予選女子シングルス 2回戦 団体の部（植田晃大・竹田弘登を含む奈良代表チーム）　 17位
□ 全国選抜大阪府予選男子シングルス 2回戦 団体の部（野澤竜次を含む大阪代表チーム）　　　　　　　　13位
□ 新人大会男子シングルス 出場 団体の部（西村優菜を含む大阪代表チーム）　　　　　　　　優勝

◇ 関西高等学校ゴルフ対抗戦 男子団体　 3位　　女子団体　3位

柔 道 部 ◇ 関西高等学校ゴルフﾏｯﾁﾌﾟﾚｰ選手権 男子の部　野澤竜次　優勝
□ 大阪府高体連私学大会(団体) ３位 ◎ Neighbors Trophy Team Championship 2017 

□ 全国高等学校柔道大会大阪府予選北宗一郎 81㎏級 ３位 団体の部（西村優菜を含む日本代表）優勝　 女子個人　西村優菜 2位

石見拓海 81㎏級 ５位 ◎ ｸｲｰﾝｼﾘｷｯﾄｶｯﾌﾟｱｼﾞｱ太平洋女子ｱﾏﾁｭｱ招待ｺﾞﾙﾌﾁｰﾑ選手権
佐藤楓恋 70㎏級 ３位（女子） 団体の部（西村優菜を含む日本代表） 3位　 女子個人　西村優菜 6位

□ 全日本ジュニア大阪府予選 米田武佐志  55kg級 ５位 ◎ 2017トヨタジュニアゴルフワールドカップ
□ 大阪府高等学校総合体育大会 北宗一郎  73kg級 優勝 団体の部（西村優菜を含む日本代表） 2位　 女子個人　西村優菜 2位

国見峻隼 60㎏級 ５位
□ 近畿高等学校柔道新人大会大阪府予選 男子団体 ９位 女子バスケットボール部 [平成20年創部]

米田武佐志 60㎏級 ３位 □ 全国高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 大阪府予選 ベスト16

佐藤楓恋 70㎏級 3位（女子） □ 府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（商業大会） ３位

熊井一平 100㎏級 ５位 □ 大阪高校総体ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会　 3回戦
□ 大阪府私立高校総体選手権大会 予選リーグ ベスト16

軟式野球部 □ 大阪高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ新人大会　東地区大会 １回戦
□ 春季近畿地区高校軟式野球大阪大会 出場
□ 私学大会 出場 ダンス部 [平成23年創部]
□ 全国高校軟式野球大阪大会 出場 □ ダンスフェスタ東大阪 出場
□ 秋季近畿地区高校軟式野球選手権大阪大会 出場 □ NHCダンスフェスティバルダンス大会 出場

サッカー部 空手道同好会 [平成24年創部]
□ 大阪高校春季大会 ３回戦 　  活動休止中
□ 高円宮U-18サッカーリーグ４部 優勝

□ 大阪私学大会 ベスト16 美術部 [昭和60年創部]

□ 全国高校サッカー選手権大阪大会 ベスト16 □ 第66回大阪私学美術展 奨励賞　

□ 私学選抜 1名選出

□ 大阪府高校選抜 1名選出 漫画研究部 [平成20年創部]
□ 大阪府高体連年間優秀選手 1名選出 □ 第27回全国高校漫画選手権大会（まんが甲子園） 参加

[昭和24年創部]

[昭和24年創部]

 [昭和４年創部]

[昭和４年創部]

 [昭和４年創部]

[昭和４年創部]

[昭和７年創部]

■ 2018年度 クラブ実績

 [昭和４年創部]

 [昭和４年創部]

◎印…世界大会 ／ ☆印…全国大会 ／ ◇印…府県代表

     
 

  

第 59 回 文 化 祭                         第 90 回 体 育 祭 

硬式野球部 バレーボール部  [昭和30年創部〕
□ 春季近畿地区大会大阪府予選 ４回戦 □ 全国高校総合体育大会大阪府予選 ベスト16
□ 全国高校野球選手権大阪大会 ２回戦 □ 近畿高校バレーボール優勝大会 ２回戦
□ 秋季近畿地区大会大阪府予選 ５回戦 □ 全日本バレーボール高校選手権大会大阪府予選 ベスト16

□ 大阪高校新人大会 ２回戦

男子バスケットボール部 □ 大阪私学大会 ベスト4

□ 府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（商業大会） 準優勝 ラグビー部  [昭和32年創部]
□ 大阪私学大会　 ５位 □ 近畿大会大阪府予選Dブロック ベスト8

□ 全国大会大阪府予選 出場

陸上競技部
□ 大阪高校陸上競技対校選手権大会 宮内和哉 100m 10"77　　5位 ワンダーフォーゲル部  [昭和34年創部]
 ◇近畿地区予選会 宮内和哉 100m 決勝進出 □ 4月　　神津嶽 □ 5月　　葛城山
□ 大阪府公私商業高校陸上競技大会 男子 　　　　　総合優勝 □ 6月　　金剛山 □ 7月　　六甲山　合宿前訓練

女子 総合優勝 □ 8月　　立山（富山県夏合宿） □ 9月　  葛城山
□ 大阪高校総合体育大会 宮内和哉 100m 10"66　　優勝 □ 10月　 金剛山 □ 11月　　六甲山～有馬温泉

平井星名 走幅跳 5m08　　 6位 □ 12月　 金剛山（雪山体験） □　1月　高見山　（樹氷見学）
□ 大阪私立高校総合体育大会 宮内和哉 100m 10"79　　3位
☆U18日本陸上競技選手権大会 宮内和哉 100m 10"81　　準決勝進出 ボクシング部 [昭和48年創部]
□ 全国高校駅伝予選会男子 出場 □ 近畿高校女子ボクシング新人大会 関　真絢 ２位
☆ 日本室内陸上競技大阪大会 宮内和哉 60m 6"78　　　優勝 ☆ 全日本女子ボクシング選手権大会 関　真絢 ベスト８

剣 道 部 ゴルフ部 [平成19年創部]
□ 大阪私学大会 出場 ☆ 全国高等学校ゴルフ選手権大会 男子団体　14位　　女子団体　4位
□ 全国総体大阪府予選 出場 男子個人　植田晃人 14位　　　 田中裕真 19位タイ
□ 大阪総体 出場 　竹田弘登 33位タイ　野澤竜次 52位タイ
□ 新人戦 出場 女子個人　西村優菜 18位タイ 　　　　　　　　　　　　　

☆ 日本アマチュアゴルフ選手権競技 植田晃大 11位タイ

テニス部 ☆ 日本女子アマチュアゴルフ選手権競技 西村優菜 11位タイ
□ 平成３０年度大阪高校春季テニス大会　 出場 ☆ 日本ジュニアゴルフ選手権競技
□ 第７４回大阪高校総体テニス大会 出場 男子個人　野澤竜次 17位タイ　田中裕真 29位タイ　植田晃人 29位タイ
□ 平成３０年度大阪高校秋季テニス大会　 出場 女子個人　西村優菜　 2位 　　
□ 第３２回大阪高校サマーテニストーナメント 出場 ☆ PGAジュニア選手権太平洋クラブカップ
□ 第１３回第3学区テニストーナメント 出場 男子個人　野澤竜次  2位　植田晃人 34位タイ

団体の部(野澤竜次・植田晃大を含む関西地区チーム）　優勝

卓球部 ☆ 国民体育大会 女子個人　 西村優菜 優勝
□ 大阪高校選手権女子シングルス 2回戦 植田晃大 37位タイ　野澤竜次 42位タイ　竹田弘登 65位タイ
□ ジュニア予選女子シングルス 2回戦 団体の部（植田晃大・竹田弘登を含む奈良代表チーム）　 17位
□ 全国選抜大阪府予選男子シングルス 2回戦 団体の部（野澤竜次を含む大阪代表チーム）　　　　　　　　13位
□ 新人大会男子シングルス 出場 団体の部（西村優菜を含む大阪代表チーム）　　　　　　　　優勝

◇ 関西高等学校ゴルフ対抗戦 男子団体　 3位　　女子団体　3位

柔 道 部 ◇ 関西高等学校ゴルフﾏｯﾁﾌﾟﾚｰ選手権 男子の部　野澤竜次　優勝
□ 大阪府高体連私学大会(団体) ３位 ◎ Neighbors Trophy Team Championship 2017 
□ 全国高等学校柔道大会大阪府予選 北宗一郎 81㎏級 ３位 団体の部（西村優菜を含む日本代表）優勝　 女子個人　西村優菜 2位

石見拓海 81㎏級 ５位 ◎ ｸｲｰﾝｼﾘｷｯﾄｶｯﾌﾟｱｼﾞｱ太平洋女子ｱﾏﾁｭｱ招待ｺﾞﾙﾌﾁｰﾑ選手権
佐藤楓恋 70㎏級 ３位（女子） 団体の部（西村優菜を含む日本代表） 3位　 女子個人　西村優菜 6位

□ 全日本ジュニア大阪府予選 米田武佐志  55kg級 ５位 ◎ 2017トヨタジュニアゴルフワールドカップ
□ 大阪府高等学校総合体育大会 北宗一郎  73kg級 優勝 団体の部（西村優菜を含む日本代表） 2位　 女子個人　西村優菜 2位

国見峻隼 60㎏級 ５位
□ 近畿高等学校柔道新人大会大阪府予選 男子団体 ９位 女子バスケットボール部 [平成20年創部]

米田武佐志 60㎏級 ３位 □ 全国高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 大阪府予選 ベスト16

佐藤楓恋 70㎏級 3位（女子） □ 府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（商業大会） ３位

熊井一平 100㎏級 ５位 □ 大阪高校総体ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会　 3回戦
□ 大阪府私立高校総体選手権大会 予選リーグ ベスト16

軟式野球部 □ 大阪高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ新人大会　東地区大会 １回戦
□ 春季近畿地区高校軟式野球大阪大会 出場
□ 私学大会 出場 ダンス部 [平成23年創部]
□ 全国高校軟式野球大阪大会 出場 □ ダンスフェスタ東大阪 出場
□ 秋季近畿地区高校軟式野球選手権大阪大会 出場 □ NHCダンスフェスティバルダンス大会 出場

サッカー部 空手道同好会 [平成24年創部]
□ 大阪高校春季大会 ３回戦 □ 活動休止中
□ 高円宮U-18サッカーリーグ４部 優勝

□ 大阪私学大会 ベスト16 美術部 [昭和60年創部]

□ 全国高校サッカー選手権大阪大会 ベスト16 □ 第66回大阪私学美術展 奨励賞　

□ 私学選抜 1名選出

□ 大阪府高校選抜 1名選出 漫画研究部 [平成20年創部]
□ 大阪府高体連年間優秀選手 1名選出 □ 第27回全国高校漫画選手権大会（まんが甲子園） 参加

■ 2018年度 クラブ実績

 [昭和４年創部]

 [昭和４年創部]

◎印…世界大会 ／ ☆印…全国大会 ／ ◇印…府県代表

[昭和24年創部]

[昭和24年創部]

 [昭和４年創部]

[昭和４年創部]

 [昭和４年創部]

[昭和４年創部]

[昭和７年創部]

硬式野球部 バレーボール部  [昭和30年創部〕
□ 春季近畿地区大会大阪府予選 ４回戦 □ 全国高校総合体育大会大阪府予選 ベスト16
□ 全国高校野球選手権大阪大会 ２回戦 □ 近畿高校バレーボール優勝大会 ２回戦
□ 秋季近畿地区大会大阪府予選 ５回戦 □ 全日本バレーボール高校選手権大会大阪府予選 ベスト16

□ 大阪高校新人大会 ２回戦

男子バスケットボール部 □ 大阪私学大会 ベスト4

□ 府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（商業大会） 準優勝 ラグビー部  [昭和32年創部]
□ 大阪私学大会　 ５位 □ 近畿大会大阪府予選Dブロック ベスト8

□ 全国大会大阪府予選 出場

陸上競技部
□ 大阪高校陸上競技対校選手権大会 宮内和哉 100m 10"77　　5位 ワンダーフォーゲル部  [昭和34年創部]
◇ 近畿地区予選会 宮内和哉 100m 決勝進出 □ 4月　　神津嶽 □ 5月　　葛城山
□ 大阪府公私商業高校陸上競技大会 男子 　　　　　総合優勝 □ 6月　　金剛山 □ 7月　　六甲山　合宿前訓練

女子 総合優勝 □ 8月　　立山（富山県夏合宿） □ 9月　  葛城山
□ 大阪高校総合体育大会 宮内和哉 100m 10"66　　優勝 □ 10月　 金剛山 □ 11月　　六甲山～有馬温泉

平井星名 走幅跳 5m08　　 6位 □ 12月　 金剛山（雪山体験） □　1月　高見山　（樹氷見学）
□ 大阪私立高校総合体育大会 宮内和哉 100m 10"79　　3位
☆U18日本陸上競技選手権大会 宮内和哉 100m 10"81　　準決勝進出 ボクシング部 [昭和48年創部]
□ 全国高校駅伝予選会男子 出場 □ 近畿高校女子ボクシング新人大会 関　真絢 ２位
☆ 日本室内陸上競技大阪大会 宮内和哉 60m 6"78　　　優勝 ☆ 全日本女子ボクシング選手権大会 関　真絢 ベスト８

剣 道 部 ゴルフ部 [平成19年創部]
□ 大阪私学大会 出場 ☆ 全国高等学校ゴルフ選手権大会 男子団体　14位　　女子団体　4位
□ 全国総体大阪府予選 出場 男子個人　植田晃人 14位　　　 田中裕真 19位タイ
□ 大阪総体 出場 　竹田弘登 33位タイ　野澤竜次 52位タイ
□ 新人戦 出場 女子個人　西村優菜 18位タイ 　　　　　　　　　　　　　

☆ 日本アマチュアゴルフ選手権競技 植田晃大 11位タイ

テニス部 ☆ 日本女子アマチュアゴルフ選手権競技 西村優菜 11位タイ
□ 平成３０年度大阪高校春季テニス大会　 出場 ☆ 日本ジュニアゴルフ選手権競技
□ 第７４回大阪高校総体テニス大会 出場 男子個人　野澤竜次 17位タイ　田中裕真 29位タイ　植田晃人 29位タイ
□ 平成３０年度大阪高校秋季テニス大会　 出場 女子個人　西村優菜　 2位 　　
□ 第３２回大阪高校サマーテニストーナメント 出場 ☆ PGAジュニア選手権太平洋クラブカップ
□ 第１３回第3学区テニストーナメント 出場 男子個人　野澤竜次  2位　植田晃人 34位タイ

団体の部(野澤竜次・植田晃大を含む関西地区チーム）　優勝

卓球部 ☆ 国民体育大会 女子個人　 西村優菜 優勝
□ 大阪高校選手権女子シングルス 2回戦 植田晃大 37位タイ　野澤竜次 42位タイ　竹田弘登 65位タイ
□ ジュニア予選女子シングルス 2回戦 団体の部（植田晃大・竹田弘登を含む奈良代表チーム）　 17位
□ 全国選抜大阪府予選男子シングルス 2回戦 団体の部（野澤竜次を含む大阪代表チーム）　　　　　　　　13位
□ 新人大会男子シングルス 出場 団体の部（西村優菜を含む大阪代表チーム）　　　　　　　　優勝

◇ 関西高等学校ゴルフ対抗戦 男子団体　 3位　　女子団体　3位

柔 道 部 ◇ 関西高等学校ゴルフﾏｯﾁﾌﾟﾚｰ選手権 男子の部　野澤竜次　優勝
□ 大阪府高体連私学大会(団体) ３位 ◎ Neighbors Trophy Team Championship 2017 
□ 全国高等学校柔道大会大阪府予選 北宗一郎 81㎏級 ３位 団体の部（西村優菜を含む日本代表）優勝　 女子個人　西村優菜 2位

石見拓海 81㎏級 ５位 ◎ ｸｲｰﾝｼﾘｷｯﾄｶｯﾌﾟｱｼﾞｱ太平洋女子ｱﾏﾁｭｱ招待ｺﾞﾙﾌﾁｰﾑ選手権
佐藤楓恋 70㎏級 ３位（女子） 団体の部（西村優菜を含む日本代表） 3位　 女子個人　西村優菜 6位

□ 全日本ジュニア大阪府予選 米田武佐志  55kg級 ５位 ◎ 2017トヨタジュニアゴルフワールドカップ
□ 大阪府高等学校総合体育大会 北宗一郎  73kg級 優勝 団体の部（西村優菜を含む日本代表） 2位　 女子個人　西村優菜 2位

国見峻隼 60㎏級 ５位
□ 近畿高等学校柔道新人大会大阪府予選 男子団体 ９位 女子バスケットボール部 [平成20年創部]

米田武佐志 60㎏級 ３位 □ 全国高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 大阪府予選 ベスト16

佐藤楓恋 70㎏級 3位（女子） □ 府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（商業大会） ３位

熊井一平 100㎏級 ５位 □ 大阪高校総体ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会　 3回戦
□ 大阪府私立高校総体選手権大会 予選リーグ ベスト16

軟式野球部 □ 大阪高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ新人大会　東地区大会 １回戦
□ 春季近畿地区高校軟式野球大阪大会 出場
□ 私学大会 出場 ダンス部 [平成23年創部]
□ 全国高校軟式野球大阪大会 出場 □ ダンスフェスタ東大阪 出場
□ 秋季近畿地区高校軟式野球選手権大阪大会 出場 □ NHCダンスフェスティバルダンス大会 出場

サッカー部 空手道同好会 [平成24年創部]
□ 大阪高校春季大会 ３回戦 　  活動休止中
□ 高円宮U-18サッカーリーグ４部 優勝

□ 大阪私学大会 ベスト16 美術部 [昭和60年創部]

□ 全国高校サッカー選手権大阪大会 ベスト16 □ 第66回大阪私学美術展 奨励賞　

□ 私学選抜 1名選出

□ 大阪府高校選抜 1名選出 漫画研究部 [平成20年創部]
□ 大阪府高体連年間優秀選手 1名選出 □ 第27回全国高校漫画選手権大会（まんが甲子園） 参加

■ 2018年度 クラブ実績

 [昭和４年創部]

 [昭和４年創部]

◎印…世界大会 ／ ☆印…全国大会 ／ ◇印…府県代表

[昭和24年創部]

[昭和24年創部]

 [昭和４年創部]

[昭和４年創部]

 [昭和４年創部]

[昭和４年創部]

[昭和７年創部]
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校友会 常任幹事 

澤 井 駒 一 
第 28 期 昭和 33 年卒業 

八尾市本町 6-14-8-4003 

TEL&FAX 072-970-5540 

第 29 期 昭和 34 年卒業 

西 川 恒 廣 

大阪市平野区長吉出戸 7-6-3 

TEL 06-6790-8133 

校友会 会長 

宮 原    健 
第 29 期 昭和 34 年卒業 

大和郡山市矢田町 5895-34 

TEL&FAX 0743-52-4100 

 

校友会副会長 藤 原  昇 
第 38 期 昭和 43 年卒業 

泉大津市松之浜町 1-17-11 

TEL 090-2198-5892 

校友会 副会長 英文タイプ部 

德 重   悟 
第 47 期 昭和 52 年卒業 

大阪市此花区春日出北 3-8-9 

TEL 06-6464-6418 

株式会社 壽精工 工場長 

中 井   司 
第 49 期 昭和 54 年卒業 

東大阪市中野 1-19-24 

TEL 072-967-1836 

大阪・港 海遊館通り 

 

 

 

矢 津 武 志 
第 37 期 昭和 42 年卒業 

〒552-0021 大阪市港区築港 4-3-24 

TEL & FAX 06-6571-1579 

校友会 事務局長 

田 中    修 

第 38 期 昭和 43 年卒業 

 

〒579-8014 

東大阪市中石切町 2-8-25 

TEL&FAX 072-987-9618 

校友会 副会長（母校教諭） 

五十川 精 三 
第 48 期 昭和 53 年卒業 

大阪府南河内郡太子町山田 823-6 

TEL 0721-98-0653 

バスケットボール部ＯＢ会会長 

剱 持 宣 博 
第 60 期 平成 2 年卒業 

大阪市城東区中浜 2-2-23-201 

TEL 090-2356-1198 

谷岡学園グループ 

㈱ティジー・テック 

取締役 統括マネジャー 

片 山 雅 之 
第 43 期 昭和 48 年卒業 

大阪府藤井寺市藤ヶ丘 4-5-29 

TEL・FAX 072-931-9678 

植 田 生 花 
稽古用盛花・御流儀・家庭用盛花 

各 種 ア レ ン ジ 花 ・ 生 け 込 み 

代表 植 田 恭 啓 
    第 61 期 平成３年卒業 

〒581-0874 八尾市大竹 7-254 

TEL&FAX(072)940-7906 

田坂会計事務所 
所長 税理士 田 坂 隆 司 

第 63 期 平成 5年卒業 

〠550-0015 

大阪市西区南堀江 2-1-1 

ブリエ南堀江 2階 

TEL:06(6532)8533  FAX:06(6532)8534 

URL:http://www.tasaka-kaikei.com 

E-mail:tasaka-kaikei@tkcnf.or.jp 

スキー部ＯＢ会 

ホームページ開設しました。 

http://shodai-skiclub.sblo.jp/ 

スキー部ＯＢの同窓会の 

開催予定などホームページ 

より情報発信しています。 

大日本電装株式会社 

代表取締役 大 村 計 治 
第 20 期 昭和 25年卒業 校友会相談役 

 

本社 〒541-0054 大阪市中央区南本町 2-5-9 

TEL 06-6251-6788 FAX 066251-5517 

自宅 〒631-0003 奈良市中登美ヶ丘 2-1984-116 

TEL 0742-44-8627  

祝 総 会 開 催 

新テイコク薬業株式会社 
取締役社長 藤 川 良 純 

第 26 期 昭和 31 年卒業  校友会副会長 

〒577-0816 東大阪市友井 5-4-39 

TEL 090-1071-5726 

丸ヨ運輸倉庫株式会社 
代表取締役社長 宮 田  宏 

第 30 期 昭和 35 年卒業 

本社 〒811-2114 福岡県糟屋郡須惠町上須惠 1408-1 

新原工業団地内 

ＴＥＬ ０９２(９５７)０２７０㈹ 

ＦＡＸ ０９２(９５７)０２７１ 
 

TEL:06(6532)8533
http://www.tasaka-kaikei.com/
http://shodai-skiclub.sblo.jp/
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営 

業 

品 

目 

 

ビ ニ ー ル 生 地 

ビ ニ ー ル テ ー プ 

ビ ニ ー ル 製 品 ･ 印 刷 

ポ リ シ ー ト ･ 腕 章 

のぼりポール･スタンド 

及 切 断 加 工 

取締役会長 大 橋 貞 弘 
第 31 期 昭和 36 年卒業 

大橋 健弘  第 66 期 平成８年卒業 

〒542-0082 大阪市中央区島之内 1-17-14 

TEL（06）6252-6868㈹ FAX（06）6243-2678 
 

校友会 常任幹事 

石 河 鴻 一 
第 31 期 昭和 36 年卒業 

〒556-0023 大阪市浪速区稲荷 1-12-3-504 

TEL 090-3266-5149 

石切神社参道・海鮮市場 

 

岡 本 勝 彦 
第 33 期 昭和 38 年卒業 

〒579-8011 

東大阪市東石切町 1-5-30 

 TEL 072-981-3423 
 

社会福祉法人日本盲人職能開発センター 評議員 

特定非営利活動法人埼玉リハビリテーションボランティア協会 理事 

埼玉県年金委員会 理事 

 

 

校友会 関東支部長 

 
第２４期  (昭和２９年卒業) 

 

〒３３０－００７２ 

埼玉県さいたま市浦和区領家６－１３－１７ 

（電話・ＦＡＸ) ０４８－８３３－７１３８ 

TESSUTO 
代表取締役 砂金 光夫 第 39 期 昭和 44 年卒業 

株式会社 テスート 
〒579-8027 大阪府東大阪市東山町 4-1 

TEL：072-986-5357 FAX：072-986-5359 

E-Mail：mitsuo-sunagane@tessuto.co.jp 
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商品のご紹介 

 

□ 商 品 名：酵素飲料「モルセラ デラックス」 

□ 名  称：純植物性酵素飲料（清涼飲料水） 

□ 内 容 量：１,０００ml 

□ 商品説明：旬の野菜･果物･穀物･野草･海草･樹液など 

約 60 種類の原材料から特殊技術でエキス 

を抽出し、大切に熟成発酵させた手作り 

酵素飲料です 

□ 販 売 者：株式会社 アリカ 

□ 生 産 国：日本 

□ お召し上がり方法：１日２～３回を目安に、原液の 

まま、または氷で割ってお召し上がりください。 

 

酵素は自然の贈りもの。 

株式会社 ア リ カ 

〒810-0001  

福岡市中央区天神 2-14-8 天神センタービル６Ｆ 

赤 部  功 第 28 期(昭和 33 年卒業) 

 ０１２０-１１-０２０４ 

24 時間受付(月曜～土曜 AM10:00～PM8:00) 

※ 日曜夜間は留守番電話が承ります 

ＦＡＸ  ０１２０-２２-３７８２ [24 時間受付] 

※ 送料は当社負担。 

※ 商品はお申込み後１週間以内にお届けします。 

※ 支払は代金引換、又は各種クレジットカード。（手数料無料） 

※ 返品は未開封に限り８日以内。(返送料はお申込者負担) 
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会員よりのメッセージ(近況) 

 平成 30 年度 校友会総会 返信用はがきより近況を集録しました。

日ごろ疎遠になっている旧友や先輩・後輩の動向を知っていただき、

会員相互を繋ぐ一助になれば幸いです。 

メッセージは、編集人で若干修正等をさせていただきました。  

また、掲載の採否は、紙面の都合ですべては掲載できなかったことを

お詫びいたします。   ※ 数字 ＝ 期(卒業年) S ＝ 昭和、H ＝ 平成 

 

旧教職員 柴田  巌 先生 ご盛会を祈念しております。老いの進行

に段々と身体が衰えました。静かに余生を過ごしています。 

旧教職員 久間田博幸 先生 二人の息子が東京在住のため，スマホで

孫達の近況を送信してくれるのが楽しみです。 

旧教職員 岩﨑 三郎 先生 創立９０周年を迎えられた事に，心より

お祝い申し上げます。足の調子が悪いので欠席させて頂きます。皆

様によろしく。 

旧教職員 宗像 利忠 先生 現在，北海道で高校の教員として働いて

おります教員めざして講師として勤務させて頂いた２年ですが，な

つかしく思い出します。ここでの出会いが今も続いています。 

旧教職員 橋口 武仁 先生 定時制のある頃勤めさせて頂きました。

その頃の卒業生と今も交流があります。学園の発展を外野席からで

すが，応援しています。 

旧教職員 小西 憲二 様 今回は，私事都合で参加できませんが，今

後とも商高校友会のご発展を祈っています。 

旧教職員 神村 トヨ 様 校友会誌有難うございます。今後も益々の

発展と皆様方のご健康をお祈り申し上げます。普通に元気にしてい

ます。 

 

09(S15) 梅野  迪 川崎市実家にて法要のため，上京中につき欠席

させて頂きます。 

14(S20) 髙鶴 邦彦 92 歳にも相成り，不思議と健康である。昭和 15

年からの５年間人生で一番強烈な思い出となり，今振り返り余韻を

楽しみながら，老後生活の一助にも・・・ 

19(S24) 次田 幸雄 戦中・戦後の苦楽を共にした同期生の絆は強く，

生涯にわたり級友が数多く出来ることが何よりに幸せで思い出も多

い。感謝しております。 

20(S25) 篠浦 一朗 創立 90 周年おめでとうございます。毎年送られ

てくる「会誌」なつかしく拝見しています。校友会の益々のご発展

をお祈りしています。故小林先生にはひとかたならぬお世話になり

ました。 

21(S26) 大塚 哲男 右足が少々悪く，歩行苦痛に付き欠席します。 

21(S26) 澤邑 知明 東北地方へ旅行中のため，勝手ながら欠席させ

て頂きます。ご盛会を祈ります。 

23(S28) 鷹合 宏志 体調不良のため欠席致します。皆さんによろし

く。 

23(S28) 橋本 正孝 毎朝，太極拳で頑張っています。今年 2月の大

会では大阪大会で 6位（80 歳以上の部）校友会の井野早雄氏とは毎

回お会いしております。 

23(S28) 山本 修一 定年退職後に取得した自動車運転免許証を３月

に自主返納。５０年続けた珠算塾も３月に廃業。体調も高齢と共に

衰えています。皆様もご健康に過ごして下さい。 

24(S29) 髙橋 利夫 春秋の校友会・楽窓会を口実にして，年２回帰

阪することが出来ます。８２歳となり地域でのお世話役に任じてお

ります。 

26(S31) 中橋 祥起 桜井市に住んでいます。4月 22 日（日）歩こう

会にて臣岩そびえる交野山へ登ってきた。（約 11 キロ）JR 津田駅

よりウォーキング参加し，暗峠などにも。 

28(S33) 宮田悠紀雄 夏はフエステバルホールで冬はシンフォ二ーホ

ールで合唱団のステージで歌っております。年に 10 回前後の発表会

が元気の源となっているのでは。声の出る間は頑張ります。 

28(S33) 中村 郁一 別の会議に出席しなければなりませんので欠席

します。次年度は必ず出席いたします。元気で頑張っております。

皆さんによろしく。 

29(S34) 笠井 嗣郎 校友会にゴルフ部を作って，健康推進を計る野

外懇親会を検討して下さい。 

29(S34) 亀村 台三 お陰さまで元気にしておりますが，総会など欠

席致します。校友会のご発展を祈ります。 

29(S34) 岡本 英昭 いつも大変お世話をかけ有難うございます。当

日は透析日に当たるため出席できません。皆様によろしくお伝えく

ださい。 

29(S34) 石井 文雄 宮原会長には長らくいろいろお世話をおかけし

有難うございました。体調は万全ではありませんが，頑張って生活

していきます。 

29(S34) 西郷 尚弘 意外と元気にしております。テニス・コーラス

にすごしています。 

29(S34) 須藤 實也 創立 90 周年を迎え卒業生として誇りに思いま

す。商大の校歌・学生歌・城商音頭を皆様と一緒に大声で歌いたい

です。 

29(S34) 金田 英樹 当方，只今自動車免許更新中で，昨年の１２月

に申し込み５月３日に認知検査は受かりました。後は６月２日の実

車指導でどうなるか按じております。 

29(S34) 阪口 正彦 剣道の稽古を週２回程度楽しんでいます。ここ

数年前より難聴が進み会話が少し不自由になっておりますので欠席

いたします。 

29(S34) 中山 孝司 会社の社長職を長男に渡して３年経ちます。ま

だ，現役取締役で頑張っています。今後ともよろしくお願いします。 

29(S34) 西川 恒廣 宮原会長永らくいろいろお世話有難うございま

す。高齢になりましたので，１８号にてすべて打ち止めお願いしま

す。益々の末永い発展を祈っております。 

29(S34) 小川 洋二 病気療養中，宮原さんによろしく。 

30(S35) 竹内  昭 シルバー人材から週３回ぐらい仕事をしてお

り，お陰で元気です。ご盛会を祈ります。 

31(S36) 松本  優 シルバーライフを元気に楽しんでおります。 

33(S38) 鈴木 哲士 第２土曜日ですと出席出来るのですが？ 

36(S41) 市川 雅一 同期の森会員から知らされ入会しました。関東

に来て３５年なります。遠方なため総会・懇親会共に出席出来ませ

んが，校友会の発展をお祈り致します。 

41(S46) 松井 義範 近年，大学総会と日程が重なり，今回高等学校

は欠席させて頂きます。 

43(S48) 種谷  昇 球技の商大が最近さみしいです。是非，頑張っ

て下さい。 

49(S54) 梶田  昇 昨年度は地元自治会の会長させて頂きました。

校友会役員の皆様大変ご苦労様です。母校の発展と在校生のご活躍

をお祈りしております。 

57(S62) 宮林 輝明 １年の時，中間テストで赤点がありました。そ

の後担当の先生から手紙を頂き，期末テストにむけての対策が書か

れていた。森脇先生に感謝しています。 

60(H02) 荒田 晃一 様々な体験をしながら，新３年生卓球部員達は

下級生部員に慕われるまでになりました。私も３年生部員を送りだ

しました。終わりよければすべて良し！ 

84(H26) 小林 希碩 私の弟が新しい商大高校を変えるべく，生徒会

長として頑張っています。私も賛同しより良い学校にすべく力を貸

しています。 

88(H30) 松村 龍一 高校で学んだ事を活かし，大学で日々勉強して

います。 

 

 

 

 

 

旧教職員 湯原 俊雄 先生 
 

23(S28) 上原 洋允 

旧教職員 矢野 治彦 先生 
 

26(S31) 吉田 博宣 

旧教職員 山本  修 先生 
 

28(S33) 中辻 満彦 

 
  

28(S33) 藤田 純一 

08(S14) 田中 敏夫 
 

28(S33) 松原 照雄 

08(S14) 小林 榮三 
 

29(S34) 山下 隆寛 

09(S15) 守屋 公平 
 

29(S34) 奥田 隆司 

10(S16) 河村 俊一 
 

29(S34) 福田 幸充 

14(S20) 西山 軍市 
 

34(S39) 森本  勲 

14(S20) 北口  潔 
 

38(S43) 籏野  実 

15(S20) 上田  勇 
 

38(S43) 成田  隆 

15(S20) 藤井  勤 
 

40(S45) 川内  優 

15(S20) 向田 彰夫 
 

48(S53) 武田 晴之 

20(S25) 大黒 一雄 
 

49(S54) 野村 浩司 

22(S27) 萬福  仁  56(S61) 地道  学 

※ ご連絡いただいた方のみ、掲載しました。 
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広告サイズ ： Ａ.高さ 2.3cm ×幅 4.7cm ¥3,000

Ｂ. 4.6cm × 4.7cm ¥5,000

Ｃ. 6.9cm × 4.7cm ¥8,000

Ｄ. 4.6cm × 9.5cm ¥10,000

Ｅ. 9.2cm × 9.5cm ¥15,000

Ｆ. 13.8cm × 9.5cm ¥20,000

Ｇ. 9.2cm × 19.0cm ¥25,000

Ｈ. 13.8cm × 19.0cm ¥30,000

Ｉ. 27.6cm × 19.0cm ¥50,000

申込み締切：

広 告 料：

２０２０年２月２８日(金)

の上、広告原稿をお送りください｡

次年度配布の「払込取扱票」にてお振込み

■『 校友会活動賛助金 』のお願い 

 本会の目的(会則第３条)を達成するためには、各種事業 

を計画・立案をしています。 

 毎年、総会開催に伴う諸経費、校友会誌発刊に伴う費用 

母校の周年事業の協賛や校友会の今後の活動のための資金 

として、皆様方のご好意による浄財を｢校友会活動賛助金｣ 

としてお願いしております。今年も 一口￥１,０００. 

(何口でも可)の温かいお志をお願いいたします。 

 本年は、母校の創立 90 周年を記念して東門の校庭に桜の 

木を贈呈いたしました。 

 送金方法：郵便振替 （別紙｢払込取扱票｣を利用） 

 口座番号：大阪０９６０＝５＝６７９６７ 

 加入者名：大阪商業大学高等学校 校友会 

■『 新 役 員 』の要請 

 平成 28 年度改選の役員は、本誌 p.9 掲載のとおりです。 

 ２０１９年度の総会で、次期の役員を改選する予定です。

積極的に役員として活動していただける方は、自薦・他薦 

を問わず、校友会事務局までお申し出ください。 

 平成 30 年度総会で役員構成の一部を変更し、常任幹事と 

幹事を統合し「理事」としました。また、本部役員会と幹 

事会を一元化し、「役員会」としました。 

 理事は各期に最低一名はお願いしたいのですが、充分で 

はありません。ぜひ、積極的にお申し出をお願いします。 

※役員の活動内容 

  年間３回の役員会に出席して諸審議に参加して頂き、 

総会開催にご協力をお願いします。 

■『 賛助広告掲載 』のお願い（要予約） 

次号(第 19 号)に賛助広告掲載のご協力を！ 

 

■『 校友会だより｢校友会誌｣』の原稿募集 

次号(第 19 号)に寄稿文投稿のご協力を！ 

 校友会活動を充実させるため、校友会だより｢校友会誌｣ 

を発刊しています。より充実した内容にするためには、皆 

様よりの投稿が不可欠です。 

 下記により原稿を募集していますので、ぜひ、投稿して 

いただきますようお願いいたします。 

 なお、同期会・クラブＯＢ会など開催の情報を事務局ま 

でお寄せください。校友会から些少ですが補助金を支給さ

せていただきます。 

原稿の内容：同期会･クラス会･クラブＯＢ会などの状況･ 

生徒時代の思い出･短歌俳句など。 

            ※ 写真や資料の提供も歓迎します。 

原稿提出期限：２０２０年２月２８日(金) 

原稿送付先：大阪商業大学高等学校 校友会 事務局 〒577-8505 東大阪市御厨栄町 4-1-10 大阪商大高校内 

TEL：06-6781-3050 FAX：06-6781-8972   E mail：info@kouyuukai.org 
会誌発行日：２０２０年４月２０日(月)の予定      発行部数：約 12,000 冊  

 
平成最後の発行となる「校友会誌」

第 18号をお届けいたします。 

さて母校は、本年 2月 15 日 創立 90周年記念式典が

挙行され、歴史と伝統を誇る学校に成長いたしました。

まことに喜ばしい限りでございます。 

この「校友会誌」が、会員の皆様と母校を繋ぐ一助に

なればと願って編集しております。 

返信用はがきに記していただいた近況などを集録す

ることによって、疎遠になっている旧友や先輩・後輩の

動向などをお知らせできればと思っています。 

今後も、更なる飛躍を目指して「校友会誌」の編纂を

心がけますので、よろしくご協力賜りますようお願い申

し上げます。 （編集人） 

 

 

  校友会公式サイト   

https://kouyuukai.org 

スマホでも、綺麗にご覧いただけます。 

校友会誌 第 18 号  発行･編集／大阪商業大学高等学校校友会  発行責任者／宮原 健 編集人／宮原  健・田中  修 題字／魯 光宮(虎谷年晴) 

事務局／〒577-8505 東大阪市御厨栄町 4-1-10 大商大高校内 TEL 06-6781-3050 FAX 06-6781-8972 URL https ://kouyuukai.org  Mail : info@ kouyuukai.org   

編集後記 
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